様式第1号

集合住宅等のメータ1個による全体給水に関する契約書

(目　的)

第1条　武豊町水道事業（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（以下「乙」という。）は甲が貸与した1個のメータの検針、水道料金（以下「料金」という。）の徴収等について、次のとおり契約を締結する。

（対象物件）

第2条　対象物件は次のとおりとする。

　所　在　地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　建　物　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（料金の算定及び徴収）

第3条　甲は、貸与メータを隔月ごとに検針し、武豊町給水条例（以下「給水条例」という。）第23条、第24条、第27条第3項及び集合住宅等のメータ１個による全体給水に関する取り扱いに定める規定により料金算定を行う｡

２　料金の徴収方法は、納入通知書又は口座振替によるものとする。

（条件）

第４条　2戸以上の賃貸又は分譲の集合住宅等で建物内の共用部分に共用する洗面・風呂・便所等がないこと。
２　建物の中で水道の用途が同じであること。ただし、用途ごとにメータを設置する場合を除く。
３　その他町長が特別に必要と定めた建物

（未納の場合の措置）

第５条　甲は、乙が料金を支払わないときは督促をするものとする。

２　前項の督促をしてもなお支払わないときは、給水条例に基づき給水停止を行うものとする。

３　前項の処置をとった際に生じた紛争等についてはすべて乙の責任により解決するものとする。

（管理責任）

第６条　乙は、導水装置がある場合の維持管理について、関係法令に定めるもののほか、次に定める事項を実施し、速やかに甲に報告しなければならない。

　　１年以内ごとに１回の定期受水槽清掃記録の提出。

２　前項の実施に要する費用は、すべて乙の負担とする。

（管理人の選定）

第７条　乙は、給水装置の維持管理、水道料金の納付、入居者への水道使用等に関する事項の周知等を行わせるため管理人を選定し、甲に届け出なければならない。

（届出義務）

第８条　乙は、次の各号に該当する場合は、それぞれに従い、甲に届け出なければならない。

　(1)　給水開始前に契約戸数（給水戸数）を誓約書により甲に届け出ること。

　(2)　導水装置の増設、改造、撤去等をする場合は、あらかじめ届け出ること。

　(3)　水道を使用中止するとき又は開始するときは、あらかじめ届け出ること。

　(4)　給水装置の管理人に変更があったときは、速やかに届け出ること。

（所有権の移転）

第９条　乙は、給水装置及び導水装置を売却しようとするときは、この契約条項売却先に説明するとともに、甲に売却先を売却する日までに報告しなければならない。

２　甲は、前項の報告を受理した後、速やかに乙の売却先とこの契約を締結しなおすものとする。

（契約の周知）

第10条　乙は、この契約の内容について入居者に周知徹底しなければならない。

（契約の解除）

第11条　甲は、乙がこの契約を履行しないときは、契約を解除することができる。この場合の料金算定は条例27条第3項の規定を適用しないものとする。

２　乙は、入居者の大幅な減少等によりこの契約の必要がなくなった場合、契約を解除することができる。ただし、その後再び契約を結ぶ場合は解除した日から１年が経過していることを条件とする。

（契約の更新）

第12条　この契約の有効期間は、　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日までとする。

ただし、有効期間満了の日までに甲、乙いずれからも異議申し出がないときは、この期間を1年延長するものとし、以後も同様とする。

（協議決定事項）

第13条　この契約書、給水条例、同施行規則、集合住宅等のメータ１個による全体給水に関する取り扱いに定めのない事項については、必要に応じて、甲、乙協議して定めるものとする。

　上記契約の証として、本書2通を作成し、甲、乙記名押印のうえ各自1通を保有する。

　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　甲　愛知県知多郡武豊町字長尾山2番地

　　　　　　　　　　　　　　武豊町水道事業

　　　　　　　　　　　　　　代表者　　武豊町長　　　鳥羽　悠史　　㊞

　　　　　　　　　　　　乙　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

